
人間ドック健診施設機能評価 Ve r.4  総合評価  

施設名：医療法人社団  洛和会  洛和会東寺南病院  

受審施設の概要  

医療法人社団洛和会  洛和会東寺南病院は、京都を中心に全国 1 7 0以上の施設で構成される

洛和会ヘルスケアシステムのグループに属しており、内科や透析医療に重点を置く地域医療

を支える病院として発展してきた。  

健診部門としては、 2施設からなる洛和会京都健診センターの一施設としても歴史が長く、

一部の検査を除き外来とは独立した形で各種健診を実施している。  

N T T西日本京都病院 から事業譲渡後も N T Tグループ会社の職域病院としての役割を担うほ

か、 N T Tを退職した職員や京都市国保・協会けんぽ等からも受診の受け入れを行っている。

洛和会京都健診センターとの連携の下、包括的な健康管理ができる仕組みが構築されている。  

最寄駅からは徒歩 1 0分と交通アクセスはよい。  

年間の受診者数は、一日ドックが約 1 , 0 0 0人、二日ドックが約 5 , 6 0 0人、その他の健診が

約 2 , 9 0 0人である。  

本機能評価は、今回が 3回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

洛和会ヘルスケアシステム（以降「本部」と言う）としてのビジョンと理念がパンフレッ

トに明示され、洛和会京都健診センター（洛和会音羽病院健診センター /洛和会東寺南病院

健診センター）として基本方針を作成している。理念、基本方針は受付に掲示している。個

人情報保護方針については、改正法に基づいた見直しと改訂日の記載があるとより良い。職

業倫理に関してはセクシャルハラスメントの防止に関する規程を制定し、相談窓口は福利厚

生ガイドブックにて周知されている。  

中長期計画、年度事業計画、予算書などにより計画的な運営がなされ、本部の月次予算委

員会にて審議・検討する体制が整備されている。数値目標に加え、活動の実態が見える資料

が作成されるとより良い。  

組織図を作成し定期的に見直しがされている。常勤の認定医や各科の専門医など資格確認

が確実に行われ、施設の規模や機能に見合った人材が確保されて いる。本部、病院、健診セ

ンターなどの部署間の連携体制は、各種会議体により適切に構築されている。  

教育体制は、本部が主体で行われている。計画と実績表があるが、今後は、参加記録の整

備等さらなる体制の充実に期待する。  

医療安全管理体制および感染管理体制は、本部が主体的に実施しているが、規程等の定期

的な見直しが望まれる。また、健診部門を含むインシデントなどの集計はなされているが、

データの 2次活用にも期待したい。  

情報システムの管理およびトラブル発生時の対応は、「システム管理細則」、「個人情報取

扱細則」、「サーバー室入退室記録規程」等にて行い、不正アクセスの防止など適切に管理し

ている。  

委託業務の選定・見直しは本部が担当しており、精度管理と称して委託業者の評価も実施

しているが、契約書の内容については定期的な見直しを期待したい。薬剤の在庫は定数管理

され入出庫は薬品請求伝票にて実施している。薬剤の保管管理体制は、今回の受審を機に整

備された。  

安全衛生管理体制については、衛生委員会に健診部門も出席している。職員の健康診断の

実施や防災対策は「災害マニュアル」「消防訓練報告書」により適切に実施されている。  



高齢者や障害者等、配慮が必要な受診者への対応については、おおむね適切である。  

外国人受診者については、通訳者同席の場合に受け入れているが、マニュアルが整備され

るとなおよい。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

予約・受付業務はマニュアルを作成し、職務分掌により役割が明確になっている。企業と

の契約は定期的に更新している。健診料金の収納および会計業務は病院として一体的に行う

仕組みであり、本部予算委員会にて報告するなど適切に管理されている。  

日本人間ドック学会が提示する検査項目はすべて実施されている。  

受診環境は清潔で快適である。食事場所は別に用意され、京都らしさを楽しむ弁当が提供

されている。受診者を番号で呼び出しする等、プライバシーが保護され、各所に案内係の職

員が配置されている。なお、配置されている車椅子の点検等、設備管理については、徹底を

望む。また、下部消化管内視鏡検査の前処置室に配置した感染性廃棄物の保管や運搬ルート

については、感染制御の視点から再考を期待したい。  

受診に関する事前の情報提供は、送付書類やホームページによりなされている。リスクに

関する説明は事前に送付され、当日、医療面接の際に確認や同意を得ている。情報はシステ

ム入力され、事前確認の他、当日朝のミーティングでスタッフに報告、共有されている。事

務系を含むすべてのスタッフが B L S訓練を受講していることは評価したい。なお、採血時の

名前の確認方法については誤認防止対策の視点からも徹底を期待する。  

精度管理体制については、検体検査は外部ブランチラボ委託であるが、精度管理の結果は

定期的に報告を受けており適切である。各種業務マニュアルは整備されており、検査機器は

適切に点検が実施されている。受審施設としては画像精度管理サーベイへの参加や、施設認

定は受けていないため、今後の取り組みに期待したい。  

検査結果の判定は、日本人間ドック学会が策定している判定区分に準拠している。腹部超

音波検査など判定マニュアルに準拠していない項目については、今後検討されたい。読影・

判定は専門医により行われている。胸部 X線・上部消化管 X線・マンモグラフィは、二重読影

や前年との比較読影が行われている。  

医師による結果説明は、一日ドックで 9 9 . 9％、二日ドックで 1 0 0％が施行されており、評

価できる。一人あたりの平均説明時間は 1 0分から 2 0分と適切である、説明内容はデータ・画

像を表示して行われ、項目は身体計測・血圧、血液・尿、心電図、腹部超音波、胸部 X線、

上部消化管検査である。特記すべき内容は記録されて共有されている。  

健診結果に基づく保健指導は、今回の受審を契機に体制が整備された。保健指導は、保健

師 3名が中心に担当し、人間ドックアドバイザー有資格者が 1名在籍する。マニュアルに基づ

いて実施され、実施率は徐々に向上してきている。今後もさらなる積極的な取り組みに期待

したい。教育プログラムがあり、看護職のスタッフを育成している。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の意見や要望を把握するため、更衣室など複数箇所にご意見箱を設置し、 S N Sでの

書き込みにも注意している。会議にて内容を検討し、具体的な改善事例も複数ある。今後は、

受診者に向けた改善結果の周知方法についても検討されたい。  

 フォローアップ体制が構築されており、精密検査や経過観察が必要な受診者には、医療機

関へ受診勧奨する書面を結果送付時に送付している。未受診者へは 3 か月ごとに受診勧奨の

連絡をしている。精査結果は次回受診時に参考になるように記録されている。悪性疾患に関

する検査の要精検率は適切である。精検受診率の把握は 6 0 . 2％であり、一定の基準は満たす

が、さらなる向上に期待する。胸部 X線以外は 6 0％未満であり、特に上部消化管 X線検査と便



潜血で低率である。要治療と判定した症例や追跡調査・経過観察のフォローアップについて

は、経過が把握された症例については次回受診時に活用している。  

関連施設をはじめ、紹介医療機関のリストを作成し、受診者の要望に沿って、診療情報提

供書が作成されている。  

 健診結果の分析体制では、系列グループ内で毎年開催される洛和会ヘルスケア学会におい

て、センター内での取り組みや健診統計、結果分析などを発表している。  

 受診者に向けた有用な情報提供としては、洛和会ヘルスケアシステムのホームページに医

療 ・ 介 護 ・ 健 康 ・ 教 育 ・ 研 究 な ど の 多 様 な 情 報 を 掲 載 し 随 時 更 新 し て い る 。 会 報 誌

「 R A K U W A」を定期発行して、健診部門の情報提供も行っている。  

健康経営にむけた取り組みは、要望に応じて健診結果をデータ化し提供している。また、

複数の大学の研究室等と連携し予防医療の学術的発展にも貢献している。  

業務改善の体制では、本部全体のイントラネットを活用し、設定した目標の進捗管理を行

うなど目標達成のための取り組みを実施している。今後は受診者の声やインシデント発生の

データなどから P D C Aサイクルを回すような取り組みにも期待したい。  

前回の指摘事項である、プライバシーの確保、常勤の人間ドック専門医の確保、専門スタ

ッフによる保健指導体制の充実、精密検査や治療、追跡検査が必要な受診者へのフォローア

ップ体制については改善が進んでいる。  

 

総括  

基本方針に、安全な健康診断サービスの提供と正確な健康診断結果を迅速に報告すること

などを掲げ、さらなる人間ドックの充実にむけて検討を続けている。また、洛和会ヘルスケ

アシステムの保有する資源を最大限に活用できる体制が整備されている。  

今回の審査においては、事務系を含むすべてのスタッフが B L S訓練を 2年ごとに受講するな

ど優れた取り組みも見られた。  

改善が必要な課題は、まだ見受けられるが、今回の受審がさらなる質改善の機会となるこ

とを期待する。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日  2 0 2 3年  1 1月  9日  

認定承認日  2 0 2 3年  1 1月 2 5日  


